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1．背景と研究⽬的 
遷移⾦属–メタロイド系化合物は，磁性や熱電特性，触媒特性などの様々な物性や特性を発現する物

質群である．この物質群は⾼圧研究の対象としても注⽬され，多数の新規化合物合成が報告がされてい
る．⾼圧⼒下で合成される遷移⾦属–メタロイド系化合物は，常圧下で合成される化合物と⽐べてメタ
ロイド元素に富む傾向にある．遷移⾦属–Ge 系に着⽬すると，MnGe4[1]，FeGe4[2]および CoGe4[2]などの
Ge に富んだ化合物の合成が報告されている．これらの研究はいずれも 7 GPa 以下の圧⼒領域での研究
であり，さらに⾼い圧⼒領域では，より Ge に富んだ化合物の合成が期待される．また，Fe–Ge 系化合
物には強磁性や反強磁性を⽰す化合物が存在するため，⾼圧合成した Fe–Ge 系化合物においても，磁性
を始めとした物性に興味がもたれる．そこで本研究では，8~14 GPa の超⾼圧⼒領域において，より Ge
に富んだ新規 Fe-Ge 系化合物を合成することを⽬的として，本課題では⾼圧合成した試料の放射光 X 線
回折測定を実施した． 
 
2．実験内容 

試料の⾼圧合成には川井型 2 段式マルチアンビルプレス⾼圧発⽣装置を使⽤した．⾼圧合成の出発試
料にはモル⽐ Fe:Ge = 1:4 および 1:5 となるように秤量した Fe 塊・Ge 塊をアーク溶解した後に，単ロー
ル法により液体急冷した試料を使⽤した．出発試料を充填した⼋⾯体⾼圧試料セルに圧⼒を印加し，
14 GPa・600 °C・60 min の条件で⾼圧下での加熱を⾏った．減圧して回収した試料を粉砕し，あいちシ
ンクロトロン光センターの BL5S2 粉末 X 線回折ビームラインにおいて放射光粉末 X 線回折測定を⾏っ
た． 
 
3．結果および考察 
 出発組成 Fe:Ge = 1:4，14 GPa・600 °C・60 min の条件で合成した試料では既知の FeGe2の回折ピーク
に加え，既知の化合物では説明できないピークが多数出現した．このことから，Ge に富んだ新規 Fe-Ge
系化合物の存在が⽰唆された．また，出発組成 Fe:Ge = 1:5，14 GPa・600 °C・60 min の条件で合成した
試料では，FeGe2の回折ピークは消失し，既知化合物では説明できない XRDパターンが得られた．この
ことから，この試料は Fe-Ge 系新規化合物のみが含まれていると考えられる．しかしながら，2つの試
料の XRDパターンを⽐較すると，どちらの XRDパターンにも共通する未知ピークだけでなく，⼀⽅の
XRDパターンにのみ出現した未知ピークも存在することから，得られた新規化合物は単相ではなく 2相
以上である可能性が⽰唆された．今後は組成や圧⼒，温度条件を変化させ合成を⾏うことで，単相の新
規 Fe-Ge 系化合物を合成し，結晶構造解析や物性の調査を⾏う． 
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